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公
益
学
を
学
べ
る
唯
一
の
大
学

　

日
本
で
唯
一
「
公
益
学
」
を
体
系
的

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
公
益
大
は
、
山

形
県
と
庄
内
地
方
の
14
市
町
村（
当
時
）

が
設
置
費
用
を
負
担
す
る
公
設
民
営
の

私
立
大
学
と
し
て
酒
田
市
に
開
学
し
ま

し
た
。
同
大
学
で
は
、
公
益
学
を
「
地

域
や
社
会
の
課
題
に
取
り
組
む
様
々
な

学
問
を
、
公
益
と
い
う
観
点
か
ら
多
面

的
・
統
合
的
に
探
究
す
る
も
の
」
と
し

て
捉
え
、
学
問
と
し
て
確
立
す
る
こ
と

を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
に
は
、
本
市
に
大
学
院
を

開
設
。
留
学
支
援
や
、
地
域
づ
く
り
を

支
援
す
る
地
域
共
創
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
養
成
な
ど
、
特
色
あ
る
取
り
組
み

を
進
め
、
地
域
や
社
会
の
課
題
を
解
決

す
る
人
材
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

私
立
大
学
か
ら
公
立
大
学
へ

　

公
益
大
に
は
、
未
来
を
担
う
人
材
育

成
や
地
域
の
活
性
化
へ
の
貢
献
な
ど
、

地
域
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

少
子
化
で
多
く
の
私
立
大
学
が
定
員

割
れ
と
な
る
昨
今
。
公
益
大
が
存
続
し

続
け
る
た
め
に
は
、
大
学
の
魅
力
を
更

に
高
め
、
県
内
外
か
ら
の
学
生
を
安
定

的
に
確
保
す
る
な
ど
、
経
営
基
盤
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
大
学
と
県
お
よ
び
庄
内
２

市
３
町
は
、
公
益
大
の
公
立
化
と
機
能

強
化
の
検
討
を
重
ね
、
今
年
９
月
、
公

立
大
学
へ
の
移
行
等
に
つ
い
て
国
に
認

可
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

公
立
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

　

県
や
市
町
が
運
営
費
を
負
担
す
る
こ

と
で
安
定
的
な
大
学
経
営
が
可
能
と
な

る
と
と
も
に
、
よ
り
地
域
に
根
ざ
し
た

教
育
・
研
究
の
実
践
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
授
業
料
な
ど
の
学
生
納
付
金

が
国
立
大
学
と
同
程
度
に
な
り
、
学
生

の
経
済
的
な
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

公
立
化
と
同
時
に
国
際
学
部
を
新
設

　

語
学
ス
キ
ル
と
幅
広
い
視
野
を
養
い
、

国
際
社
会
に
対
応
す
る
力
や
多
文
化
共

生
を
推
進
す
る
力
を
高
め
る
た
め
、
国

際
学
部
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

異
文
化
や
自
国
文
化
へ
の
見
識
を
身

に
つ
け
、
地
域
社
会
の
国
際
化
や
グ
ロ

ー
バ
ル
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
材

を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。　

地
域
の
未
来
を
切
り
拓
く

　

公
益
大
は
、
時
代
に
合
わ
せ
た
公
益

を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
地
元
企
業
や

市
民
団
体
な
ど
の
多
様
な
主
体
と
連
携

し
な
が
ら
人
材
を
育
成
し
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
と
と
も
に
あ
る
大
学
と
し
て
歩

ん
で
い
き
ま
す
。

特　集

　平成13年に公設の私立大学として開学した東北公益文科大学（以下、公益大）。これまで地域の課題解決に貢献
する人材を多く輩出してきました。公益大は、来年４月に私立大学から公立大学に移行し、新たなステージに進も
うとしています。本特集では、公立化することでどのように生まれ変わるのか紹介します。

●問合せ　本所政策企画課☎35‐1184
※令和８年４月の公立化に向けて認可申請中。

地域とともに未来を切り拓
ひ ら

く　　
～東北公益文科大学の公立化～
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■■日　　■■時　　■■場　　■■定　　■■対　　
■■内　　■■師　　■■費　　■■持　　■■問　　
■■申　　■■他　　ＨHP　　○月　○火　
○水　○木　○金　○土　○日

　　　　　　　　　　　少子高齢化が進み地域課題が山積
　　　　　　　　　　する中で、「地域を元気にしたい」　
　　　　　　　　　　と考える高校生が増えていますが、
　　　　　　　　　　熱い思いを持つ若者が進学を機に県
　　　　　　　　　　外へ流出することが課題でした。自
　　　　　　　　　　宅から４年間通える公立大学ができ
　　　　　　　　　　ることは、生徒の選択肢が増えるこ
　　　　　　　　　　とに加え、若者の定着と地域活性化
の大きな契機になると期待しています。また、公立化によ
って全国から学生が集まることで、異なる視点を持った学
生がお互いに刺激となり、切

せっさ た く ま

磋琢磨する場を生み出します。
庄内出身者と全国から集まってきた人たちの発想・エネル
ギーが融合することで、地域を支え、盛り上げ、新しいこ
とを生み出すことにつながる大学になってほしいです。

致道館高校
キャリア支援課長

真嶋　亮子 先生

　市民と一緒に「公益」や「これからの大学院」
について考えます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●日時：11月15日（土）午後3時
●会場：公益大大学院
●内容：「あなたが考える公益とは」と題して　
　大学院卒業生が実践内容を発表。また、大学
　院が行ってきた取り組みを紹介します

公益大大学院
修了生の学び・研究・実践  交流会

新しい公益大はどうなるの？

〝公益学部公益学科〟は５つのコースで専門分野を学ぶ
経営・経済 市場経済や企業経営、会計、心理、環境などを学ぶ

政策 法学、政治行政、公共政策などを通じて社会の仕組みを理解する

地域福祉 福祉政策や地域福祉等の理論、ソーシャルワークの技術を学ぶ

観光・まちづくり 観光、都市・農山漁村の再生、自然環境の保全など魅力ある地域づくりを学ぶ

メディア情報 情報処理とデータ分析の基礎、機械学習の体系やプログラミング技術等を学ぶ

地域との連携を強めて
教育内容が更に充実

授業料が国立大並みに
例）県内の高校生が進学した場合の入学初年度の納付金額

費用 令和７年現在 公立化後（予定）

入学金 27万円 28万2,000円
授業料 65万円 53万5,800円

施設整備資金 20万円 －
合計 112万円 81万7,800円

◆地域の魅力を学び、地域を活性化する人材を育成
◆地域課題の解決に向けた演習プログラムの充実
◆産学官連携プラットフォームの創設
◆地元企業や自治体のインターンシップ受入れを
　拡充し、学生のキャリア形成支援を強化　

〝国際学部国際コミュニケーション学科〟が新設
◆ 2 年次に全員英語圏に留学（3 週間～ 3 か月）
◆中学校、高等学校の英語教員免許が取得可能
　（課程認定申請中）
◆地域と外国人をつなげて支援する専門人材
　「多文化共生コーディネーター」を養成　

公立化についてはこちら▶▶▶

公益大ホームページはこちら▶

キッチンカー

　　出店！
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■■問本所契約管財課☎35‐1154

建設工事、測量・コンサルタント等、物品・役務

市内業者の入札参加資格審査申請を受け付けます

　市内業者（令和８年度～10年度）の入札参加資格
審査申請を次のとおり受け付けます。
■■申請期間
　12月１日○月～来年１月30日○金（期間内必着）
■■申請方法
　申請書を同課へ郵送するか、直接お持ちください。
※物品・役務は各地域庁舎総務企画課（朝日庁舎は
　地域づくり推進課）でも受付可。
※詳細は市HP「業者登録」をご覧ください。
※�受付期間が終了しても随時申請できますが、受付

期間中の申請でなければ、来年４月１日からの登
録とはなりません。
※�市外業者（市内に本社・本店または営業所等がな
い業者）は令和10年３月31日までの登録となっ
ているため、今回の更新申請は不要です。
※�問合せの際は、「建設工事」、
　「測量・コンサルタント等」、
　「物品・役務」のいずれの登
　録かお伝えください。

詳しくは
市HP

荘
内
看
護
専
門
学
校 

看
護
学
生
募
集

▼
一
般
入
試　

■■対
高
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た

は
来
年
３
月
に
高
校
卒
業
見
込
み
の
方
、
高

校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
方　

■■
試
験
日
時
・
科
目　

１
日
目

…
来
年
１
月
22
日
○木
午
前
９
時
（
国
語
〈
古

典
を
除
く
〉、
数
学
Ⅰ
、
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
・
Ⅱ
〈
リ
ス
ニ
ン
グ
を
除
く
〉、

小
論
文
）　

２
日
目
…
23
日
○金
午
前
９
時（
面

接
）

▼
社
会
人
入
試　

■■対
昭
和
60
年
４
月
２
日
～

平
成
17
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず

れ
か
を
満
た
す
方　

▽
高
校
を
卒
業
ま
た
は

高
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
、
社
会
人
経
験
が
２
年
以
上
あ
る

▽
大
学
、
短
期
大
学
を
卒
業
し
、
社
会
人
経

験
が
１
年
以
上
あ
る　

■■
試
験
日
時
・
科
目　

来
年
1
月
22
日
○木
午
前
９
時
（
国
語
〈
古

典
を
除
く
〉、
小
論
文
、
面
接
）

▼
共
通　

■■
募
集

人
数　

30
人
（
推

薦
含
む
）　

■■
修

業
年
数　

３
年

（
昼
間
）　

■■
願

書
受
付　

12
月
10

日
○水
～
24
日
○水

■■
試
験
会
場
・
■■申

同
校
☎
22
‐
１
９

１
９

市
政

鶴岡市長に佐藤聡氏が初当選
　鶴岡市長選挙は10月５日に投票
が行われ、即日開票の結果、佐藤聡
氏が初当選。10月23日に第４代鶴
岡市長としての任期がスタートしま
した。
　佐藤氏は、昭和43年に本市で生
まれ、平成３年に早稲田大学政治経
済学部を卒業後、日本航空㈱に入社。
平成17年から鶴岡市議会議員、27
年から山形県議会議員を務め、令和
３年に辞職。その後会社役員を務め
てきました。　

佐 藤 聡 氏（57歳）

　佐藤氏は選挙公約では、「つるおか
ビジョン」として、鶴岡市の未来を描
く重点政策を掲げました。

【主な政策】▲
�０歳～２歳児の保育料を所得制限な
しで無償化▲

�高齢者や観光客、高校生などの交通
移動手段の充実▲

�地元農林水産物の生産性と付加価値
の向上による販路拡大

など
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の
う
ぜ
い
で 

つ
な
が
る
世
代 

広
が
る
未
来 

11
月
11
日
～
17
日
は
税
を
考
え
る
週
間

　

税
金
は
、
私
た
ち
の
生
活
す
る
地
域
を
よ

り
豊
か
で
住
み
よ
い
社
会
に
す
る
た
め
の
大

切
な
財
源
で
す
。

　

市
ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
、
各
税

目
に
関
す
る
こ
と
や
課
税
・
納
税
に
関
す
る

よ
く
あ
る
質
問
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
７
６

ま
た
は
本
所
納
税
課
☎
35
‐
１
１

８
３
へ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ 

個
人
の
市
・
県
民
税
、

森
林
環
境
税
は
特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う

　

個
人
の
市
・
県
民
税
、
森
林
環
境
税
の
特

別
徴
収
は
、
事
業
主
が
従
業
員
に
毎
月
支
払

う
給
与
か
ら
市
・
県
民
税
、
森
林
環
境
税
を

差
し
引
き
、
従
業
員
に
代
わ
っ
て
各
従
業
員

の
１
月
１
日
時
点
の
住
所
地
で
あ
る
市
町
村

に
毎
月
納
入
す
る
制
度
で
す
。

　

所
得
税
を
源
泉
徴
収
す
る
義
務
が
あ
る
事

業
主
に
は
、
原
則
と
し
て
従
業
員
の
市
・
県

民
税
、
森
林
環
境
税
を
特
別
徴
収
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
退
職
し
た
」

「
不
定
期
雇
用
で
あ
る
」
と
い
っ
た
特
段
の

理
由
が
な
い
限
り
、
事
業
主
や
従
業
員
の
希

望
で
普
通
徴
収
（
個
人
で
納
付
）
を
選
ぶ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト　

従
業
員
個
人
が

金
融
機
関
等
で
納
め
る
手
間
が
な
く
な
り
、

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

◆国民年金制度とは　
　老後や、障害が残ったときなど、いざというとき
の生活を、働いている世代みんなで支えようという
考えで作られた公的年金。若いときに保険料を納め
続けることで年金を受け取ることができます。
◆加入対象者
　国内に住所がある20歳以上60歳未満の全ての方
◆保険料　
　月額１万7,510円（令和７年度）

◆国民年金にはこんな給付があります
▷�老齢基礎年金　原則65歳から受け取る年金
▷�障害基礎年金　病気やけがで体に障害が残った場
合、一定の支給要件を満たす方が受け取る年金
▷�遺族基礎年金　国民年金の被保険者が亡くなった
とき、一定の支給要件を満たす方が受け取る年金
▷�その他の国民年金独自給付　
　寡婦年金、死亡一時金、短期在留
　外国人の脱退一時金　等

◆平日相談　月曜～金曜日午前９時～午後４時（毎
週第１営業日は午後6時まで）
◆休日相談　毎月第２土曜日午前10時～午後３時
■■予約方法　同事務所☎23‐5040

鶴岡年金事務所年金相談

「ねんきんネット」のご案内

　パソコンやスマートフォンからいつでも年金記録
が確認できるほか、様々な機能が利用できます。
■■��利用可能な機能　
　�〇年金記録等の確認　〇将来の年金見込額の試算　
〇受給に関する各種通知書の確認　など
■■利用方法　マイナポータルまたは
　日本年金機構ＨHPからログイン
■■問合せ
　ねんきんネットナビダイヤル
　☎0570‐058‐555

11月は「ねんきん月間」、11月30日（いいみらい）は「年金の日」です！ 

知っておきたい国民年金のこと
■■問鶴岡年金事務所☎23‐5040、本所国保年金課☎35‐1294
　または各地域庁舎市民福祉課（朝日庁舎は地域づくり推進課）へ

年
金
・
税

年末調整や確定申告に向けて

　今年中に納めた国民年金保険料は、全額が社会保
険料控除の対象です。領収証書や日本年金機構で発
行する控除証明書をご準備ください（添付が義務づ
けられています）

◆社会保険料（国民年金保険料）控除証明書
▷�10月下旬から11月上旬にかけて、日本年金機構か
　ら送付されます。10月以降に納付した保険料につ
　いては、申告等の際、領収証書を添付してくださ
　い（10月以降に今年初めて保険料を納付した方の
　証明書は、来年2月上旬に送付されます）
▷マイナポータルとねんきんネットを連携すること
　で、社会保険料（国民年金保険料）
　控除証明書を電子データで受け取る
　ことができます

※原則予約制です。

詳しくは
市HP
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保
持
は
安
心
・
安
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■■問
環
境
政
策
課
☎
35
‐
０
１
６
０

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す　

　

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
は
、
過
度
な
暖
房
に
頼
ら

ず
、
冬
を
快
適
に
過
ご
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

で
す
。
電
力
を
使
用
す
る
冷
暖
房
の
省
エ
ネ

効
果
は
、
夏
よ
り
も
冬
の
方
が
大
き
く
、
効

果
的
に
電
気
代
を
節
約
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
。

■■問
環
境
政
策
課
☎
35
‐
０
１
６
０

急
ぐ
日
も　

足
止
め
火
を
止
め　

準
備
よ
し 

秋
季
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
○日
～
15
日
○土
に
、
秋
季
火
災
予

防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
、

各
家
庭
で
暖
房
器
具
な
ど
火
を
取
り
扱
う
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
火
災

予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

　
「
１
１
９
番
」
通
報
は
、
火
事
や
病
気
、
け

が
な
ど
の
緊
急
時
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
通

報
の
際
は
、
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
伝
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
冷
静
な
通
報
が
命
を
守
り

ま
す
。

■■
通
報
の
コ
ツ　

始
め
に
「
場
所
」
を
伝
え

ま
す
。
住
所
や
目
印
と
な
る
建
物
等
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。
指
令
員
が
質
問
形
式
で
、
状

況
や
け
が
人
の
有
無
な
ど
を
伺
い
ま
す

■■
お
願
い　

▽
安
全
に
早
く
現
場
へ
到
着
す

る
た
め
、
消
防
車
・
救
急
車
は
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
て
走
行
し
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す　

▽
間
違
え
て
１
１
９
番
に
電
話
し

た
場
合
は
、
無
言
で
切
ら
ず
、
間
違
い
で
あ

る
こ
と
を
必
ず
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
災
害
が

発
生
し
て
い
る
も
の
と
し
て
消
防
隊
が
出
動

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す　

■■問
消
防
署
通
信
指
令
課
☎
22
‐
８

３
２
１　

■■他
市
HP

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情
報

伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
そ
の
緊
急
情
報
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
、
国
か

ら
市
町
村
に
瞬
時
に
伝
え
ら
れ
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
で
の
試
験

放
送
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
災
害
等
と
間
違

え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■■日
11
月
12
日
○水
午
前
11
時
頃　

■■
放
送
内
容

チ
ャ
イ
ム
音
→
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
」
３
回
→
「
こ
ち
ら
は
、
防
災

つ
る
お
か
で
す
」
→
チ
ャ
イ
ム
音　

■■問
本
所

防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

不
審
な
漂
流
物
や
人
物
を
見
掛 

け
た
ら
、
近
づ
か
ず
通
報
を
！

　

木
造
船
等
の
不
審
な
漂
流
・
漂
着
物
や
不

審
な
人
物
を
見
つ
け
た
ら
、
近
づ
か
ず
、
す

ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
陸
上
は
１
１
０
番
（
警
察
）

▽
海
上
は
１
１
８
番
（
海
上
保
安
庁
）

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

け
が
を
し
た
野
生
の
鳥
獣
な
ど

を
見
つ
け
た
ら

　

野
生
の
鳥
獣
は
、
様
々
な
病
原
菌
を
持
っ

て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
触
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。
け
が
・
衰
弱
し
た
野
生
鳥
獣
は
、
弱

っ
て
い
て
も
自
然
に
回
復
す
る
力
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
０
１
４
５
、

各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
ま
た
は
庄
内
総
合

支
庁
環
境
課
へ

家
畜
伝
染
病
の
防
疫
対
策
の
た
め
施
設 

利
用
を
休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

市
内
で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
家
畜

伝
染
病
が
発
生
し
た
場
合
、
次
の
い
ず
れ
か

の
施
設
を
防
疫
対
策
の
た
め
の
現
場
事
務
所

と
し
て
利
用
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、
安
全
確

保
の
た
め
通
常
の
施
設
利
用
を
休
止
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■■
期
間　

防
疫
対
策
開
始
か
ら
７
日
間
程
度

■■
対
象
施
設　

藤
島
体
育
館
、
羽
黒
体
育
館
、

櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
櫛
引
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、
温
海
温
泉
林
業
セ
ン
タ
ー　

■■問

本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５

狩
猟
期
間
に
お
け
る 

銃
猟
自
粛
区
域
に
つ
い
て

　

集
落
や
工
業
団
地
等
が
近
接
し
て
い
る
区

域
で
の
銃
に
よ
る
狩
猟
は
、
大
変
危
険
で
す
。

近
隣
住
民
等
の
人
身
事
故
防
止
の
た
め
、
次

の
河
川
の
周
辺
で
は
銃
を
使
っ
た
狩
猟
の
自

粛
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
発
砲
音
・
空

薬
莢き

ょ
う

等
で
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
狩
猟
者

納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

普
通
徴
収
の
納
期
は
年
４
回
で
す
が
、
特
別

徴
収
の
納
期
は
年
12
回
な
の
で
、
従
業
員
の

１
回
当
た
り
の
負
担
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

▼
納
期
の
特
例　

従
業
員
が
常
時
10
人
未
満

の
事
業
所
等
は
、
申
請
す
れ
ば
、
納
期
を
年

２
回
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
６
３

■■他
市
HP

指
定
ご
み
袋
の
色
が
変
わ
り
ま
す

　

ご
み
収
集
時
に
危
険
な
ご
み
や
分
別
間
違

い
の
ご
み
を
確
認
し
や
す
く
す
る
た
め
、「
も

や
す
ご
み
」
と
「
金
属
・
そ
の
他
」
の
ご
み

袋
の
色
を
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
み
袋
の
大
き
さ
や
形
、
出
せ
る

ご
み
の
種
類
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
色
の

変
更
後
も
、
以
前
の
ご
み
袋
は
使
用
で
き
ま

す
。

■■
も
や
す
ご
み
（
茶
色
の
ご
み
袋
）　

乳
白

色
に
変
更　

■■
金
属
・
そ
の
他
（
青
色
の
ご

み
袋
）　

透
明
に
変
更　

■■問
環
境
政
策
課

（
つ
る
お
か
エ
コ
フ
ァ
イ
ア
内
）

☎
22
‐
２
８
４
８

11
月
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間

　

燃
費
が
良
く
な
り
、
地
球
環
境
に
も
優
し

い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
や
車
間
距
離
の

生
活
・
そ
の
他

10
月
下
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
し
た 

令
和
８
年
鶴
岡
市
二
十
歳
を
祝
う
会

■■日
来
年
１
月
11
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■場
荘

銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■■対
平
成
17
年
４
月
２
日
～

18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方　

■■問
対
象
者
で

届
い
て
い
な
い
方
は
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁

舎
）
☎
57
‐
４
８
６
６
へ
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は
法
令
と
マ
ナ
ー
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

■■場
▽
内
川
…
寿
集
落
南
端
か
ら
庄
内
南
工
業

団
地
村
東
橋
ま
で
の
区
間　

▽
大
山
川
…
中

柳
原
集
落
今
世
橋
周
辺
、
石
山
・
楯
川
原
集

落
津
利
橋
周
辺　

▽
京
田
川
…
長
沼
十
文
字

集
落
周
辺　

▽
羽
黒
地
域
…
高
寺
周
辺
用
排

水
路　

■■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１

２
９
８

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者 

登
録
の
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

山
形
県
下
水
道
協
会
に
登
録
が
あ
り
、
登

録
の
有
効
期
限
が
来
年
３
月
31
日
と
な
っ
て

い
る
責
任
技
術
者
は
、
登
録
更
新
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

■■
更
新
申
請　

11
月
４
日
○火
～
28
日
○金
に
上

下
水
道
部
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
７
６

１
０
へ

地
震
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す 

鶴
岡
市
総
合
防
災
訓
練

■■日
11
月
９
日
○日
午
前
８
時　

■■場
湯
田
川
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■■内
地
域
住
民
の
避
難

・
情
報
伝
達
、
避
難
所
開
設
訓
練
、
防
災
関

係
機
関
の
訓
練
等　

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎

35
‐
１
２
０
４

鶴
岡
・
藤
島
墓
園
の
使
用
者
を

募
集
し
ま
す
（
４
区
画
）

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
本
市
に
住

民
登
録
が
あ
る　

▽
自
宅
等
に
焼
骨
を
保
管

し
納
骨
す
る
場
所
が
な
い　

▽
使
用
許
可
後

１
年
以
内
に
墓
碑
等
を
建
て
、
焼
骨
を
埋
蔵

で
き
る　

■■
募
集
区
画
・
永
代
使
用
料
・
管

絡
者
や
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ　

■■日
11
月
１
日
○土
～
30
日

○日　

■■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■■内
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
の
オ
レ
ン
ジ
に
ち
な
み
、
オ
レ
ン
ジ
・

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施

▼
虐
待
防
止
対
策
事
業
講
演
会　

■■日
11
月
20

日
○木
午
後
１
時
30
分　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■内

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
当
事
者
の
声
か
ら
ア
プ
ロ

ー
チ
や
支
援
方
法
を
学
ぶ　

■■師
黒
光
さ
お
り

氏
（
尼
崎
市
教
育
委
員
会
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）　

■■申
11
月
13
日
○木
ま
で
２

次
元
コ
ー
ド
で　

■■他
オ
ン
ラ
イ
ン
聴
講
可

▼
共
通　

■■問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
26
‐
７
０

４
３11

月
12
日
～
25
日
は
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、

売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
女
性
に
対
す
る
暴
力

は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
１
人

で
は
気
付
か
な
か
っ
た
解
決
方
法
が
見
つ
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▽
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
♯
８
８
９
１　

▽
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
☎
♯
８
０
０
８

　

期
間
中
、
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
パ
ー

プ
ル
リ
ボ
ン
に
ち
な
み
、
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

で
パ
ー
プ
ル
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま

す
。
市
立
図
書
館
・
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

は
関
連
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

■■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
35
‐
１
１
８
４

理
料
年
額
（
今
年
度
分
は
そ
の
４
か
月
分
）　

▽
鶴
岡
墓
園
（
４
㎡
）
…
２
区
画
・
15
万
５
、

０
０
０
円
・
３
、
６
０
０
円　

▽
藤
島
墓
園

（
６
㎡
）…
２
区
画
・
20
万
円
・
３
、
１
５
０

円　

■■申
11
月
４
日
○火
～
17
日
○月
に
本
所
市
民

課
☎
35
‐
１
１
９
４
へ　

■■他
抽
せ
ん
会
（
■■日

11
月
27
日
○木
午
前
10
時　

■■場
市
役
所
本
所
）

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業 

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
で
整
備
し
ま
し
た
。

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業　

■■内
エ

ア
コ
ン
他
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
備
品
の
整

備
（
東
堀
越
町
内
会
）　

▼
地
域
防
災
組
織
育

成
助
成
事
業　

■■内
ポ

ー
タ
ブ
ル
電
源
他
防

災
資
機
材
の
整
備

（
八
栄
島
地
区
自
治

振
興
会
）

▼
共
通　

■■問
藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
64
‐

５
８
１
２

11
月
は
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児

童
虐
待
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

あ
な
た
の
１
本
の
電
話
で
救
わ
れ
る
子
供

が
い
ま
す
。
子
育
て
に
悩
む
保
護
者
を
支
援

す
る
た
め
の
大
き
な
一
歩
に
も
な
り
ま
す
。

「
虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら
、
迷
わ
ず
児
童

相
談
所
虐
待
対
応
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９

（
い
ち
は
や
く
）
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
連

10
月
下
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
し
た 

令
和
８
年
鶴
岡
市
二
十
歳
を
祝
う
会

■■日
来
年
１
月
11
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■場
荘

銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■■対
平
成
17
年
４
月
２
日
～

18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方　

■■問
対
象
者
で

届
い
て
い
な
い
方
は
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁

舎
）
☎
57
‐
４
８
６
６
へ

　市では、鶴岡西工業団地隣接地（本田
・荒井京田・覚岸寺・大宝寺地区）に新
たな産業団地の整備を進め、令和９年度
中の分譲開始を目指しています。
　工事期間中は、ご不便やご迷
惑をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。

■■問本所商工課☎35‐1299

魅力ある雇用の場を創出します

新たな産業団地を造成しています

（完成イメージ図）
詳しくは
市HP
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羽黒町手向地区は、古くから出羽三山信仰の参拝者を
迎え入れ、修験道を支えてきた歴史があります。参加
者は金剛杖を手に、まち歩きを体験。寺院の趣ある庭

園を眺め、精進料理で山の恵みを味わった後に、羽黒
山を巡りました。出羽三山の精神文化に触れながら、
地区の魅力を深く知る貴重な１日となりました。

手向を学ぶ・手向を知る「歴史の散歩道」羽黒｜10.13

鼠ヶ関灯台が初点灯してから100年を迎えたことを記
念し開催。念珠関辨天太鼓子供会の迫力ある演奏で幕
を開けました。ふだんは入れない灯台から景色を眺め
る「灯台の瞳パノラマウォーク」や、サウナで汗を流

した後そのまま海に飛び込める「灯台サウナ」、カヤッ
ク体験など海と灯台を生かした催しがあり、多くの人
でにぎわいました。海と人を守り続けてきた灯台の軌
跡に触れるとともに、未来を灯

とも

す 3日間となりました。

鼠ヶ関灯台　点灯100周年記念イベント温海｜９.19～21
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庄内農業高校生が作ったうどんを召し上がれ！

藤島｜9.5～10.12

作家・丸谷才一生誕100年記念講演会

丸谷才一氏と関係の深かった作家の松家仁之氏・川
上弘美氏が対談。読み継がれる作品の魅力や、丸谷
氏の人柄に触れたエピソードなどが語られました。

鶴岡｜９.13

e-スポーツ大会in櫛󠄁引

櫛󠄁引地域を盛り上げる有志の会「くしびきKADAT
TEいいでば～」がe-スポーツ大会を企画。中学生
がレースゲームで熱戦を繰り広げました。

櫛引｜10.11

あさひ小学校　六十里越街道歩き

あさひ小４年生が自然教室で六十里越街道歩きに挑
戦。先人が通った歴史に思いをはせながら、葉が色
付き始めた秋の古道を和気あいあいと進みました。

朝日｜10.２

刀匠・上林恒平氏による制作実演

致道博物館の企画展覧会「受け継がれし名品」関連
イベントとして、刀匠が鉄製のプレートへの銘切り
を披露。訪れた多くの人が真剣に見入っていました。

鶴岡｜9.20

同校の生徒が学校で作ったうどんを藤島地域の飲食
店10店舗が提供する、その名も「庄農うどん大作戦」。
喉越しの良いうどんを多くの人が味わいました。

出羽庄内国際村「儀礼の館カーズ」の茅をふき替え

友好都市ニューカレドニア・ラフォア市の伝統家屋
を10年振りに補修。同市友好協会のロンバルデ会
長や、同市と縁のある方約100人が参加しました。

鶴岡｜9.27～10．5
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藤
島
歴
史
公
園
「
Ｈ
ｉ
ｓ
ｕ
花
」　　

藤
島
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
２
５

■■日
11
月
２
日
○日
～
来
年
１
月
12
日
○月
午
後

４
時
30
分
～
９
時
30
分　

■■場
同
公
園　

■■内

約
15
万
個
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

■■問
藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
64

‐
５
８
１
３

ふ
じ
し
ま
秋
ま
つ
り　
　
　
　
　
　

つ
や
姫
の
里
の
収
穫
祭

■■日
11
月
９
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２

時
15
分　

■■場
藤
島
体
育
館　

■■内
鶴
岡
ご
は

ん
日
本
一
決
勝
大
会
、
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■■費がないものは原則無料です。
■■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

藤
島
支
所
秋
ま
つ
り
、
日
本
藁わ
ら

文
化
大
祭
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
出
店
等　

■■問
ふ
じ

し
ま
観
光
協
会
☎
64
‐
２
２
２
９
ま
た
は

藤
島
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
64
‐
５
８
１
１

へ　

■■他
HP

県
総
合
美
術
展
覧
会
鶴
岡
巡
回
展 

県
こ
ど
も
絵
画
展
覧
会

■■日
11
月
12
日
○水
～
17
日
○月
午
前
９
時
～
午

後
５
時
30
分
（
14
日
○金
・
15
日
○土
は
午
後

６
時
30
分
ま
で
）　

■■費
大
人
…
４
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
２
０
０
円　

中
学
生

以
下
…
無
料　

■■場
・
■■問
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２
６
０

就
職
面
談
会
「
福
祉
の
し
ご
と

就
職
フ
ェ
ア
２
０
２
５
in
鶴
岡
」

■■日
11
月
13
日
○木
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分　

■■場
マ
リ
カ　

■■内
介
護
・
保
育
等
福
祉

関
係
の
事
業
所
20
社
と
の
個
別
面
談
、
講

演
（
■■師
齋
藤
有
華
氏
〈K

A
iG
O
 PRiD

E

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
〉）　

■■問
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
鶴
岡
☎
25
‐
２
５
０
１

■■他
HP医

療
生
協
や
ま
が
た
の
催
し　

▼
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り　

■■日
・
■■内
11
月
13
日

○木
正
午
～
午
後
５
時
・
14
日
○金
午
前
９
時

～
午
後
3
時
30
分
…
書
・
絵
画
等
の
展
示　

14
日
○金
午
前
10
時
…
講
演
「
生
活
協
同
組

合
が
果
た
す
役
割
や
未
来
と
は
」
大
高
研

道
氏
（
明
治
大
学
教
授
）　

午
後
0
時
45

分
…
芸
能
発
表　

■■場
中
央
公
民
館　

■■費
２

０
０
円

▼
ワ
ナ
ゲ
大
会　

■■日
12
月
12
日
○金
午
前
９

時
30
分　

■■場
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■■内
3
人
1
チ
ー
ム
の
団
体
戦　

■■費
1
チ
ー

ム
１
、
５
０
０
円　

■■申
11
月
14
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■■問
医
療
生
協
や
ま
が
た
☎
22
‐

５
７
６
９

柄
物
春
蘭
・
寒
蘭
展　

■■日
11
月
15
日
○土
～
17
日
○月
午
前
９
時
～
午

後
４
時
30
分
（
17
日
は
正
午
ま
で
）　

■■場

中
央
公
民
館　

■■問
鶴
岡
東
洋
蘭
同
好
会

山
の
活
動
体
験　

■■日
11
月
15
日
○土
午
前
９
時　

■■場
湯
田
川
地

区　

■■対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
先
着

10
人　

■■内
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
講
習
、
カ
ブ

の
収
穫
体
験
等　

■■師
出
羽
庄
内
森
林
組
合　

■■申
11
月
７
日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興

課
☎
35
‐
０
１
４
５
へ

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
温
海
大
会
・ 

老
人
福
祉
大
会

■■日
11
月
16
日
○日
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分　

■■場
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■■内
子

供
防
犯
標
語
な
ど
の
表
彰
、
講
演
「
ど
ん

底
か
ら
世
界
一
へ
」
村
上
龍
男
氏
（
加
茂

水
族
館
名
誉
館
長
）、
演
歌
歌
手
・
佐
藤

善
人
氏
の
歌
謡
シ
ョ
ー
、
消
防
車
・
パ
ト

カ
ー
等
の
展
示
、
放
水
体
験
（
■■時
午
後
１

時
10
分
～
３
時
）　

■■問
温
海
庁
舎
総
務
企

画
課
☎
43
‐
４
６
１
１

道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん 

庄
内
地
域
道
の
駅
５
駅
合
同
企
画

■■日
11
月
15
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■■内
ア
ン
コ
ウ
汁
の
提
供　

■■費
５
０
０
円　

■■場
・
■■問
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２

１
１地

元
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
自
慢
の
料
理
が
並
び
ま
す 

や
ま
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■■日
11
月
16
日
○日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２

時　

■■費
１
皿
１
２
０
円（
持
ち
帰
り
の
み
）　

■■場
・
■■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４

５
５大

学
生
・
若
手
社
員
交
流
会　
　
　
　

＠
山
形
大
学

■■日
・
■■場
11
月
18
日
○火
…
同
大
学
小
白
川
キ

ャ
ン
パ
ス
（
山
形
市
）　

19
日
○水
…
同
大

学
米
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
米
沢
市
）　

■■対
大

学
生　

■■内
鶴
岡
市
内
企
業
の
若
手
社
員
と

の
交
流　

■■問
山
形
大
学
生
協
☎

０
２
３
‐
６
２
６
‐
１
４
４
４

「
古
典
の
日
」
の
集
い

■■日
11
月
22
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
図
書

館
本
館　

■■内
講
演
「
漱
石
と
漢
学
、
古
典

へ
の
回
帰
～
大
江
健
三
郎
と
の
共
通
性

～
」
伊
藤
美
喜
雄
氏
、
篠
笛
演
奏　

■■費
５

０
０
円　
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■■申
11
月
19
日
○水
ま
で
鶴
岡
食
文
化
創
造
都

市
推
進
協
議
会
☎
35
‐
１
１
８

５
へ　

■■他
HP

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財 

山
戸
能
・
山
五
十
川
歌
舞
伎
奉
納
上
演

■■日
11
月
23
日
○日
正
午　

■■内
山
戸
能
…
座
揃

囃
子
、
恋
慕
の
舞
、
式
三
番
、
番
能
「
兼

平
」　

山
五
十
川
歌
舞
伎
…
奥
州
安
達
原

「
袖
萩
祭
文
の
場
」　

■■場
・
■■問
山
五
十
川
公

民
館
☎
45
‐
２
９
４
９

音
楽
の
夕
べ 

あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と

■■日
11
月
25
日
○火
午
後
７
時　

■■場
荘
銀
タ
ク

ト
鶴
岡　

■■
出
演　

漂
流
（
さ
す
ら
い
）

duo

ラ
イ
ブ　

■■費
１
、
０
０
０
円
（
中
学

生
以
下
無
料
）　

■■問
加
茂
水
族

館
☎
33
‐
３
０
３
６

庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル 

豊
穣
感
謝
祭
２
０
２
５

■■日
11
月
26
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■■場
グ
ラ

ン
ド
エ
ル
・
サ
ン　

■■内
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
商
品
の
試
食
会 

■■申
11
月
19
日
○水
ま
で
同
祭
事
務

局
☎
28
‐
２
８
３
４
へ

A
RT de Shonai2 

う
る
し 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

■■日
11
月
29
日
○土
午
後
２
時　

■■費
大
人
…
１
、

０
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
４
０
０

円　

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円　

■■場
・
■■問

致
道
博
物
館
☎
22
‐
１
１
９
９

消
防
職
員
意
見
発
表
会

■■日
11
月
21
日
○金
午
後
２
時　

■■場
消
防
本
部

■■内
消
防
・
救
急
・
防
災
に
関
す
る
こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
発
表　

■■問
消
防
本
部
総
務

課
☎
22
‐
８
３
３
０

い
で
は
文
化
記
念
館　

企
画
展 

絵
か
ら
見
る
五
重
塔

■■日
11
月
22
日
○土
～
来
年
４
月
６
日
○月　

■■費

大
人
…
４
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…

３
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
０
０
円

■■場
・
■■問
同
館
☎
62
‐
４
７
２
７

『
踊
る
。
遠
野
物
語
』
関
連
企
画 

遠
野
物
語
ス
ペ
シ
ャ
ル
ツ
ア
ー

■■日
11
月
23
日
○日
午
前
10
時
（
旅
の
蔵
遠
野

〈
岩
手
県
遠
野
市
〉
集
合
）　

■■定
先
着
18
人　

■■内
作
家
の
富
川
岳
氏
と
と
も
に
遠
野
市
を

探
検
し
な
が
ら
、
遠
野
物
語
に
ま
つ
わ
る

話
を
聞
く
バ
ス
ツ
ア
ー　

■■費
６
、
０
０
０

円
（
昼
食
代
等
）　

■■申
さ
く
ら
ホ
ー
ル

feat.

ツ
ガ
ワ
☎
０
１
９
７
‐
61

‐
３
５
０
０

次
世
代
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
表
彰
式

■■日
11
月
25
日
○火
午
後
６
時　

■■場
グ
ラ
ン
ド

エ
ル
・
サ
ン　

■■定
先
着
１
０
０
人　

■■内「
食

×
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
若
手
料
理
人
に
よ
る
料
理
大
会
の
表
彰

式
、
一
般
観
覧
者
１
０
０
人
の
内
、
抽
せ

ん
で
選
ば
れ
た
10
人
に
よ
る
試
食
審
査

交
通
事
故
・
暴
力
行
為
・
犯
罪
の
防
止
に
向
け
て 

安
全
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
鶴
岡
大
会

■■日
11
月
19
日
○水
午
前
９
時
30
分　

■■場
中
央

公
民
館　

■■内
防
犯
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

等
の
表
彰
式　

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35

‐
１
２
０
４

鶴
岡
・
三
川
地
区
小
学
生
人
権 

書
道
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

■■日
11
月
20
日
○木
～
24
日
○月
午
前
10
時
～
午

後
４
時
（
20
日
は
午
後
１
時
か
ら
）　

■■場

エ
ス
モ
ー
ル　

■■問
山
形
地
方
法
務
局
鶴
岡

支
局
☎
22
‐
１
０
０
３

発
掘
！
ち
ょ
っ
と
昔
の
16
ミ
リ
映
画
会 

お
と
な
の
た
め
の
名
画
館

■■日
11
月
20
日
○木
午
後
２
時　

■■定
30
人　

■■内

田
村
高
廣
主
演
社
会
ド
ラ
マ
『
そ
こ
に
、

愛
』
ほ
か
１
本　

■■場
・
■■申
中
央
公
民
館
☎

25
‐
１
０
５
０

児
童
読
書
感
想
画
展

■■日
11
月
21
日
○金
～
24
日
○月
午
前
10
時
～
午

後
５
時
（
24
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■■場

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■■問
図
書
館
本

館
☎
25
‐
２
５
２
５

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

第３弾　知ってなるほど！税金

　税金をテーマに、本市の税金の使い道についての資料や、
関連書籍を展示します。そのほか、税のお話やカードゲー
ムを通じて、税と財政について親子で楽しく学べるまちづ
くり体験ワークショップを開催しますので、ぜひご参加く
ださい。

【
関
連
資
料
・
書
籍
展
示
】

■■日�

11
月
24
日
○月
ま
で

【
ま
ち
づ
く
り
体
験
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
～
鶴
岡
市
の
お

さ
い
ふ
を
調
査
せ
よ
～
】　

■■日
11
月
15
日
○土
午
前
10
時

■■対
小
学
４
年
～
６
年
生
と

そ
の
保
護
者
先
着
40
人

■■申
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■■問

図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５

２
５　

■■他
お
土
産
付
き　

・・・・第４弾のテーマは「市史編纂事業について（仮）」です。

図書館リレー企画
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終
活
の
基
本
か
ら
実
践
ま
で
学
べ
る 

や
ま
が
た
終
活
セ
ミ
ナ
ー
in
庄
内

■■日
12
月
５
日
○金　

■■時
・
■■内
午
後
１
時
…
セ

ミ
ナ
ー　

３
時
15
分
～
４
時
15
分
…
個
別

相
談
会
（
先
着
順
）　

■■場
庄
内
総
合
支
庁

（
三
川
町
）　

■■師
佐
々
木
悦
子
氏
（
日
本
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
協
会
理
事
長
）

■■申
11
月
30
日
○日
ま
で
２
次
元
コ
ー
ド
ま
た

は
山
形
県
建
築
住
宅
課
☎
０
２

３
‐
６
３
０
‐
２
６
４
５
へ

鶴
岡
市
芸
術
祭 

12
月
の
日
程

▼
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２

５　

■■日
12
月
６
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
５

時　▼
鶴
岡
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会　

■■日
12
月

７
日
○日
午
後
２
時　

■■費
大
人
…
８
０
０
円

小
・
中
学
生
、
高
校
生
…
５
０
０
円

▼
共
通　

■■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　　

■■問
鶴
岡

市
芸
術
文
化
協
会
☎
57
‐
２
０
０
８

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
in
庄
内

■■日
12
月
７
日
○日
午
前
10
時　

■■場
遊
佐
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

■■内
庄
内
在
住
外
国
出

身
者
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
・
朗
読　

■■問
出
羽

庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０
０

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
勉

強
会
・
見
学
会

■■日
12
月
17
日
○水
午
後
１
時
30
分
（
市
役
所

朝
日
庁
舎
集
合
）　

■■定
20
人　

■■内
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
基
礎
知
識
の
学
習
、
羽
黒
庁

舎
の
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
・
朝
日
庁
舎
の

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
見
学　

■■師
日
本
森
林

技
術
協
会
、
㈱
森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所　

■■申
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■■問
本
所

農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
０
１

４
５ひ

き
こ
も
り
個
別
相
談
会
・ 

家
族
会

▼
個
別
相
談
会　

■■日
11
月
５
日
○水
午
前
10

時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
ひ
き
こ
も
り
の

方
と
そ
の
家
族

▼
家
族
会　

■■日
11
月
10
日
○月
午
後
１
時
30

分　

■■場
第
三
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー　

■■対
ひ
き
こ
も
り
の
方
の
家
族

▼
共
通　

■■問
ひ
き
こ
も
り
支
援
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
あ
し
た
ば
☎
33
‐
８
９
３
９

失
語
症
者
の
つ
ど
い

■■日
11
月
９
日
○日
午
後
２
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■対
失
語
症
が
あ
る
方
と
そ
の
家
族

■■問
湯
田
川
温
泉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
☎
38
‐
５
１
５
１

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室（
全
10
回
）

■■日
11
月
10
日
か
ら
の
月
曜
日
午
前
10
時

■■場
つ
る
し
ん
ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原　

■■定
15

人　

■■費
６
、
０
０
０
円
（
別
途
登
録
費
１
、

０
０
０
円
）　

■■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１

３
１　

■■他
ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
し
あ
り

荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ「
に
こ
っ
と
」

■■日
11
月
12
日
○水
・
26
日
○水
午
後
２
時　

■■場

荘
内
病
院　

■■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

■■内
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
対
話　

■■申

同
院
地
域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
５
５

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■■日
11
月
14
日
○金
、
12
月
３
日
○水
午
前
10
時　

■■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、
専
門
職

と
の
交
流
・
相
談
等　

■■申
本
所
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室　

■■日
11
月
15
日
○土
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■定
50
人　

■■内
講
演
「
認
知
症
と
い
う

病
気
」
丸
谷
宏
（
荘
内
病
院
内
科
系
診
療

部
長
）、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

■■申
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４

１
８
０

ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
ビ
ク
ス
で
楽

し
く
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

■■日
11
月
16
日
○日
・
29
日
○土
午
前
11
時　

■■場

つ
る
し
ん
ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原　

■■対
小
学

生
以
上
先
着
10
人　

■■費
大
人
…
８
０
０
円　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
…
１
組
１
、
０
０

０
円　

■■申
11
月
４
日
○火
か
ら
鶴
岡
市
民
健

康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

鶴
岡
山
岳
会　
　
　
　
　
　

 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会

■■日
11
月
16
日
○日
午
後
１
時　

■■場
藤
島
体
育

館　

■■対
小
・
中
学
生
30
人　

■■申
11
月
９
日

○日
ま
で

ウ
ィ
ッ
グ　

展
示
と
相
談
会　

■■日
11
月
19
日
○水
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30

分　

■■場
荘
内
病
院　

■■問
同
院
が
ん
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
26
‐
５
１
５
５

に
こ
♥

ふ
る 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■■日
11
月
20
日
○木
午
後
７
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
先

着
20
人　

■■費
２
１
０
円　

■■申
11
月
18
日
○火

ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１

４
９
へ　

■■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利

用
資
格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受
講
免
除

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
講
習
会 

障
害
者
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ロ
ン

■■日
11
月
23
日
○日
午
前
10
時　

■■場
ゆ
う
あ
い

プ
ラ
ザ
か
た
ぐ
る
ま　

■■対
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
先
着
10
人　

■■申
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ

ロ
ン
こ
と
り　　

saron.kotori@
gm
ail.

com住
み
続
け
た
い 

そ
ん
な
想
い
を
か
た
ち
に 

鶴
岡
市
地
域
支
え
合
い
活
動
研
修
会

■■日
11
月
22
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
出
羽

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ



13 広報つるおか　2025 . 11 ■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

庄
内
国
際
村　

■■定
１
０
０
人　

■■内
講
演

「
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
～
自
分
ら
し

く
生
き
る
た
め
に　

食
べ
る
・
動
く
・
つ

な
が
る
～
」
清
野
諭
氏
（
山
形
大
学
助
教
）、

活
動
発
表　

■■申
11
月
19
日
○水
ま
で
本
所
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

南
庄
内
・
た
べ
る
を
支
援
し
隊 

調
理
実
習
と
食
の
相
談
会

■■日
11
月
24
日
○月
午
前
10
時
30
分　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■定
15
人　

■■内
身
体
を
温
め
る
介

護
食
の
調
理
実
習
、
食
の
相
談
会　

■■申
２

次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
地
域
医
療

連
携
室
ほ
た
る
☎
29
‐
３
０
２

１
へふ

じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　
　
　
　
　

 

ヨ
ガ
棒
教
室

■■日
11
月
24
日
○月
午
後
７
時
15
分　

■■場
藤
島

体
育
館　

■■対
中
学
生
以
上
20
人　

■■師
Ａ
Ｋ

Ｅ
Ｍ
Ｉ
氏
（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■申
11
月
10
日
○月
ま
で

同
ク
ラ
ブ
☎
64
‐
２
１
４
３
へ

荘
内
地
区
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

講
演
会

■■日
11
月
29
日
○土
午
後
２
時　

■■場
出
羽
庄
内

国
際
村　

■■内
講
演
「
農
か
ら
健
幸
を
つ
く

る　

ナ
ト
カ
リ
比
を
知
っ
て
高
血
圧
予
防

！
」
五
領
田
小
百
合
氏
（
山
大
農
学
部
助

教
）、
尿
ナ
ト
カ
リ
比
の
測
定
（
■■定
70
人
）、

ブ
ー
ス
展
示
等　

■■申
２
次
元
コ
ー
ド
ま
た

は
同
セ
ン
タ
ー
☎
26
‐
７
０
２

５
へ

褥
瘡（
床
ず
れ
）市
民
公
開
講
座

■■日
11
月
29
日
○土
午
後
１
時　

■■場
荘
内
病
院　

■■定
30
人　

■■内
在
宅
介
護
に
役
立
つ
褥
じ
ょ
く
そ
う瘡
予

防
セ
ミ
ナ
ー　

■■申
11
月
21
日
○金
ま
で
２
次

元
コ
ー
ド
ま
た
は
同
院
医
事
課

☎
26
‐
５
１
１
１
内
線
６
１
２

１
へ～

き
こ
え
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
～ 

聴
覚
障
が
い
と
要
約
筆
記

■■日
11
月
30
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■内
講
話
「
聴
覚
障
が
い
と
は
」、

要
約
筆
記
の
利
用
方
法
、
体
験
等　

■■費
２

０
０
円　

■■申
11
月
25
日
○火
ま
で
鶴
岡
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
９
７
０
、

　

26
‐
９
１
２
８
ま
た
は
２
次

元
コ
ー
ド
で

糖
尿
病
予
防
セ
ミ
ナ
ー（
運
動
編
）

■■日
12
月
５
日
○金
午
前
10
時　

■■対
お
お
む
ね

75
歳
未
満
で
、
血
糖
値
の
異
常
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
方
、
糖
尿
病
治
療
中
の
方
25
人　

■■場
・
■■申
11
月
21
日
○金
ま
で
や
ま
が
た
ｅ
申

請
ま
た
は
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
35
‐
０
１
４
９
へ

庄
内
ス
ケ
ー
ト
協
会 

サ
ン
デ
ー
ス
ケ
ー
ト
教
室

■■日
12
月
７
日
～
来
年
２
月
22
日
の
毎
週
日

曜
日
午
前
９
時　

■■場
小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト

場　

■■定
①
上
級
（
Ｂ
級
以
上
）
…
15
人

②
中
級
（
Ｃ
級
）
…
15
人　

③
基
本
（
小

学
生
以
上
）
…
40
人　

④
小
学
生
以
上
と

そ
の
保
護
者
…
10
組　

■■費
①
②
月
額
４
、

５
０
０
円　

③
月
額
３
、
７
０
０
円　

④

月
額
５
、
０
０
０
円
（
別
途
入
会
金
３
、

０
０
０
円
と
貸
靴
料
が
必
要
）　

■■申
11
月

23
日
○日
午
後
２
時
～
４
時
に
直
接
朝
暘
武

道
館
２
階
会
議
室
へ　

■■問
同
協
会

く
し
び
き
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド

＆
ボ
ッ
チ
ャ
交
流
大
会

■■日
12
月
10
日
○水
午
後
１
時　

■■場
櫛
引
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

■■対
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
…

ペ
ア
先
着
４
組　

ボ
ッ
チ
ャ
…
３
人
チ
ー

ム
先
着
12
組　

■■費
１
人
４
０
０
円　

■■申
11

月
20
日
○木
ま
で
く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
☎
57
‐
４
３
１
１
へ

暘
光
児
童
館 

こ
ど
も
用
品
と
り
か
え
っ
こ 

■■日
11
月
９
日
○日
午
前
10
時　

■■対
不
要
に
な

っ
た
子
供
用
品
を
お
持
ち
の
方　

■■内
子
供

用
品
の
交
換
（
10
点
ま
で
）　

■■場
・
■■問
同

館
☎
64
‐
８
６
４
０　

■■他
交
換
品
は
11
月

４
日
○火
ま
で
同
館
に
持
込
み

認
定
こ
ど
も
園 

マ
リ
ア
幼
稚
園 

１
０
０
周
年
記
念
講
演
会

■■日
11
月
15
日
○土
午
後
１
時　

■■場
グ
ラ
ン
ド

エ
ル
・
サ
ン　

■■内「
自
律
す
る
子
の
育
て

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

方
～
主
体
性
と
当
事
者
性
～
」
工
藤
勇
一

氏
（
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）　

■■申
同
園
☎

22
‐
５
８
３
１

西
部
児
童
館 

自
然
体
験
in
ほ
と
り
あ 

渡
り
鳥
の
観
察
と
下
池
散
策
＆
工
作

■■日
11
月
15
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■■対
小
学
生
15
人　

■■申
11
月
10
日

○月
ま
で
同
館
☎
29
‐
０
０
３
１

へ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
く
る
り
ん
館
」 

子
ど
も
用
品
リ
ユ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト

■■日
11
月
17
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■■対
市
内

ま
た
は
三
川
町
に
在
住
の
方　

■■内
施
設
説

明
、
ま
だ
利
用
で
き
る
子
供
用

品
の
提
供
（
抽
せ
ん
）　

■■場
・

■■問
同
館
☎
35
‐
３
５
５
７

長
沼
温
泉
ぽ
っ
ぽ
の
湯 

子
育
て
イ
ベ
ン
ト 

絵
本
の
お
は
な
し
会

■■日
11
月
19
日
○水
午
前
10
時　

■■場
長
沼
温
泉

ぽ
っ
ぽ
の
湯　

■■対
生
後
３
か
月
以
上
の
未

就
園
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
20
組　

■■師
本

間
俊
美
氏　

■■申
藤
島
庁
舎
市
民

福
祉
課
☎
64
‐
５
８
０
６

南
部
児
童
館
み
な
っ
く
る 　

▼
お
は
な
し
会　

■■日
11
月
19
日
○水
、
12
月

３
日
○水
午
前
11
時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者　

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
「
フ
ォ
ト
ア

ー
ト
〝
秋
〟」　

■■日
11
月
21
日
○金
午
前
10
時　

子
育
て
・
子
供
向
け

FAX
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■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
12
組　

■■内

秋
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
背
景
で
の
写
真
撮
影
、

身
体
測
定
、
手
型
足
型
ア
ー
ト　

■■持
バ
ス

タ
オ
ル
等　

■■申
11
月
５
日
○水
か
ら

▼
み
な
っ
く
る
で
作
ろ
う
！　

■■日
12
月
５

日
○金
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３

時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

■■内
ク
リ

ス
マ
ス
飾
り
作
り
（
30
分
程
度
）

▼
共
通　

■■場
・
■■問
南
部
児
童
館

☎
64
‐
１
９
０
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
子
育
て
講
座 

冬
に
気
を
付
け
た
い
子
ど
も
の
感
染
症
と
予
防

■■日
11
月
20
日
○木
午
前
10
時
30
分　

■■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者　

■■場
・
■■申
11
月
４
日
○火

か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５
へ

「
行
か
な
い
選
択
」
を
一
緒
に
考
え
る 

不
登
校
の
今
を
見
つ
め
る

■■日
11
月
22
日
○土
午
後
1
時
30
分　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■定
80
人　

■■内
講
演
会
、
車
座
ト

ー
ク　

■■師
杉
山
雅
宏
氏
（
東
京
家
政
大
学

教
授
）　

■■申
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■■問
青
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
櫛
引
庁

舎
）
☎
57
‐
２
１
０
８

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　　

■■日
12
月
４
日

○木
午
前
10
時　

■■対
令
和
７
年
６
月
～
８
月

生
ま
れ
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者
30
組　

■■内

触
れ
合
い
遊
び　

■■申
や
ま
が
た
ｅ
申
請
で

▼
保
護
者
療
育
研
修
会　　

■■日
12
月
５
日
○金

午
後
１
時
30
分　

■■対
子
供
の
発
達
を
心
配

し
て
い
る
、
ま
た
は
発
達
障
害
が
あ
る
未

就
学
児
の
保
護
者　

■■内
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
療
育
手
帳

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
の
解
説　

■■師
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お
ば　

■■申
や
ま
が
た
ｅ

申
請
で

▼
ハ
ッ
ピ
ー
♡
ホ
リ
デ
ー
自
由
来
館
型
あ

そ
び
場
「
な
か
よ
し
広
場
」
休
日
午
前
開

放　　

■■日
12
月
７
日
○日
午
前
９
時

▼
転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座

■■日
12
月
９
日
○火
午
前
10
時　

■■対
子
育
て
中

の
転
入
者
ま
た
は
妊
娠
中
の
方
先
着
５
組　

▼
共
通　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■問
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

星
と
音
楽
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム 

ク
リ
ス
マ
ス
公
開（
子
供
向
け
）

■■日
12
月
６
日
○土
・
13
日
○土
・
20
日
○土
午
前

10
時
・
11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
・
３

時　

■■対
子
供
と
そ
の
保
護
者
各
回
先
着
60

人　

■■内
冬
の
星
座
の
紹
介
、
ク
リ
ス
マ
ス

の
歌
や
お
話　　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
０
０

円　

３
歳
以
上
…
１
０
０
円　

■■申
11
月
26

日
○水
か
ら
市
ラ
イ
ン
で　

■■場
・
■■問
中
央
公

民
館
☎
25
‐
１
０
５
０　

■■他
団

体
観
覧
は
要
問
合
せ

子
ど
も
遊
び
応
援
！
２
０
２
５ 　

■■日
11
月
24
日
○月
午
前
９
時
30
分
～
正
午

■■場
Ｊ
Ａ
鶴
岡
だ
だ
ち
ゃ
ア
リ
ー
ナ　

■■対
小

学
生
以
下
と
そ
の
保
護
者　

■■持
内
履
き

■■問
鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎
25
‐
８
１
３

１
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

12
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ

■■日
12
月
６
日
○土
午
前
10
時
・
11
時　

■■対
幼

児
～
小
学
校
低
学
年
の
子
供
と
そ
の
保
護

者
各
回
先
着
25
人　

■■内
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ー

ナ
ー　

■■費
１
０
０
円　

■■場
・
■■申
11
月
24
日

○月
～
12
月
５
日
○金
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６

０
へ子

育
て
中
や
産
前
産
後
の
ご
家
庭
の
方
へ 

子
育
て
わ
く
わ
く
タ
イ
ム

■■日
12
月
17
日
○水
午
前
10
時　

■■内
心
の
育
て

方　

■■師
後
藤
敬
子
氏
（
ご
っ
と
助
産
院
）　

■■申
常
念
寺
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
る
ん
び
に
ー
園
☎
24
‐
９

０
５
５

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
～
ど
ろ
っ

ぱ
か
ら
の
手
紙
！
～　

■■日
11
月
の
毎
週
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
午
前
10
時
～
午
後
３

時　
　
　

▽
焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ
づ
く
り
と
絵
本
の
読

み
聞
か
せ　

■■日
11
月
８
日
○土
午
前
10
時

▽
渡
り
鳥
の
消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
で
ハ
ガ
キ

づ
く
り　

■■日
11
月
８
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■■費
１
枚
１
０
０
円

▽
ミ
ニ
里
山
マ
ル
シ
ェ　

■■日
11
月
９
日
○日

午
前
10
時　

■■内
湿
地
の
恵
み
を
生
か
し
た

食
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
松
ぼ
っ
く
り
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
つ

く
ろ
う　

■■日
11
月
29
日
○土
午
前
10
時
30
分　
　
　

▽
木
の
枝
で
ト
ナ
カ
イ
と
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
を
つ
く
ろ
う　

■■日
11
月
29
日
○土
午
前
10

時
30
分
、
午
後
１
時　

■■費
１
個
２
０
０
円

▼
ほ
と
り
あ　

絵
・
ぬ
り
絵
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
５
受
賞
作
品
展　

■■日
11
月
８
日
○土

～
24
日
○月　

▼
自
然
観
察
会「
紅
葉
の
自
然
観
察
会
！
」　

■■日
11
月
８
日
○土
午
前
９
時　

■■対
小
学
５
年

生
以
上
15
人　

■■師
富
樫
捷
士
氏
（
里
山
案

内
人
）　

■■費
５
０
０
円　

■■申
11
月
６
日
○木

ま
で

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
ほ
と
り
あ
の
こ
れ

ま
で
と
15
年
目
へ
の
思
い
」　

■■日
11
月
29

日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■内
歴
代
館
長
に
よ

る
リ
レ
ー
ト
ー
ク　

■■師
植
松
芳
平
氏
、
遠

見
昌
圀
氏
、
富
樫
均
氏　

■■申
11
月
27
日
○木

ま
で

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

創
造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■■日
11
月
５
日
○水
・
12
日

○水
・
19
日
○水
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分

▼
数
独
教
室　

■■日
11
月
７
日
○金
・
14
日
○金

・
21
日
○金
・
28
日
○金
午
前
９
時
30
分　

▼
か
ん
た
ん
燻
製　

■■日
11
月
８
日
○土
午
前

９
時
30
分　

■■定
先
着
12
人　

■■内
段
ボ
ー
ル

箱
で
簡
易
燻く

ん

製
器
を
製
作　

■■費
６
０
０
円　

施
設
の
催
し 
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前
９
時　

■■定
各
日
先
着
10
人　

■■費
中
学
生

以
上
…
１
個
５
０
０
円　

小
学
生
以
下
…

１
個
１
０
０
円

▼
ツ
ル
で
遊
ぼ
う　

■■日
11
月
29
日
○土
午
前

８
時
30
分　

■■定
10
人　

■■内
ア
ケ
ビ
の
つ
る

な
ど
で
ネ
イ
チ
ャ
ー
イ
ン
テ
リ
ア
作
り
等　

■■費
大
人
…
１
、
５
０
０
円　

中
学
生
以
下

…
１
、
０
０
０
円　

未
就
学
児
…
無
料

■■申
11
月
12
日
○水
ま
で

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４

３
２
１

　
ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や 

11
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
台
湾
カ
ス
テ
ラ
」

■■日
11
月
８
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■定
先
着

７
人　

■■費
２
、
５
０
０
円

▼
あ
ば
漬
け
教
室　

■■日
11
月
22
日
○土
午
後

１
時
30
分　

■■定
先
着
８
人　

■■費
２
、
５
０

０
円

▼
雑
穀
と
野
菜
の
つ
ぶ
つ
ぶ
料
理
教
室

「
も
ち
き
び
マ
カ
ロ
ニ
グ
ラ
タ
ン
」　

■■日
11

月
30
日
○日
午
前
10
時
30
分　

■■定
先
着
８
人　

■■費
３
、
８
５
０
円

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
市
場
☎
64

‐
３
０
９
３

食
べ
に
お
い
で
よ
！ 

つ
ぶ
つ
ぶ
オ
ー
プ
ン
デ
ー

■■日
11
月
15
日
○土
午
前
11
時
30
分
～
午
後
１

時
30
分　

■■場
ま
る
ま
ま
っ
と　

■■定
６
人

■■持
軍
手　

■■他
要
申
込
み

▼
新
蕎
麦
を
楽
し
む
会　

■■日
11
月
15
日
○土

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時　

■■定
先
着
12

人　

■■内
地
元
産
そ
ば
粉
で
の
そ
ば
打
ち
と

食
事　

■■費
９
０
０
円　

■■持
エ
プ
ロ
ン
等

■■他
要
申
込
み

▼
江
戸
時
代
の
歩
行
術
入
門　

■■日
11
月
22

日
○土
午
前
９
時
30
分　

■■定
先
着
25
人　

■■他

要
申
込
み

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
ギ
タ
ー
Ａ
（
ラ
）　

■■日
11
月
５
日
○水
・

19
日
○水
、
12
月
３
日
○水
・
17
日
○水
午
後
１

時
30
分

▼
高
齢
者
の
元
気
を
支
え
る
無
料
健
康
相

談　

■■日
11
月
６
日
○木
・
20
日
○木
・
27
日
○木

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

▼
健
康
麻
雀
愛
好
会　

■■日
11
月
10
日
○月
・

11
日
○火
・
17
日
○月
・
18
日
○火
、
12
月
１
日

○月
・
２
日
○火
・
８
日
○月
・
９
日
○火
・
15
日

○月
・
16
日
○火
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
羽
黒
山
へ
御
滝
神
社
か
ら
歩
こ
う　

■■日

11
月
15
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
同
セ
ン
タ

ー
集
合
）　

■■定
25
人　

■■費
１
、
５
０
０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申
11
月
12
日
○水
ま
で

▼
い
つ
で
も
リ
ー
ス
作
り　

■■日
11
月
15
日

～
12
月
21
日
の
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
午

■■内
伝
統
調
味
料
で
作
る
雑
穀
の
ビ
ー
ガ
ン

料
理
の
ラ
ン
チ
会　

■■師
今
野
深
雪
氏　

ふ
じ
し
ま
歴
史
文
化
講
座

■■日
①
11
月
15
日
○土　

②
22
日
○土　

③
29
日

○土　

■■時
午
後
１
時
30
分　

■■場
東
田
川
文
化

記
念
館　

■■定
各
日
50
人　

■■内
①「
東
田
川

郡
と
郡
役
所
の
時
代
」
谷
口
裕
信
氏
（
皇

學
館
大
学
教
授
）　

②「
三
島
通
庸
と
高
橋

兼
吉
か
ら
み
た
旧
東
田
川
郡
役
所
の
歴
史

的
価
値
」
小
幡
圭
祐
氏
（
山
形
大
学
准
教

授
）　

③「
山
形
県
指
定
有
形
文
化
財　

独

木
舟
に
つ
い
て
」
渋
谷
孝
雄
氏
（
う
き
た

む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館
館
長
）　

■■申

①
11
月
７
日
○金
ま
で　

②
14
日
○金
ま
で

③
21
日
○金
ま
で
２
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
藤

島
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
64
‐
５

８
１
４
へ

地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾 

一
般
公
開
講
座

■■日
11
月
20
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■■場
酒
田

市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■■内「
や
ま
が

た
食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
戦
略
的
販
路
開

拓
」
河
井
祥
太
氏
（
㈱for C

rafts

）

■■申
11
月
18
日
○火
ま
で
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

☎
０
７
０
‐
２
０
１
１
‐
５
６
１
５
へ

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
研
修　

■■日
11
月

19
日
○水

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

▼
真
の
原
因
を
導
く
な
ぜ
な
ぜ
分
析
講
座　

■■日
11
月
21
日
○金

▼
共
通　

■■時
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■■定

20
人　　

■■費
６
、
０
０
０
円　

■■場
・
■■申
同
セ

ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０　

■■他

HP
鶴
岡
ふ
う
ど
ガ
イ
ド
養
成
講
座

■■日
11
月
下
旬
か
ら
４
回
程
度　

■■内
鶴
岡
の

食
文
化
を
テ
ー
マ
に
旅
行
企
画
、
案
内
を

す
る
ガ
イ
ド
の
認
定
に
必
須
と
な
る
講
座　

■■申
11
月
20
日
○木
ま
で
鶴
岡
食
文
化
創
造
都

市
推
進
協
議
会
☎
35
‐
１
１
８

５
へ特

別
美
術
講
座
「
無
垢
の
木

で
つ
く
る　

小
さ
な
イ
ス
」

■■日
11
月
30
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■■対
高
校
生
以
上
先
着
12
人　

■■師
桑
原
信
之

氏
（
工
房
結
主
宰
）　

■■費
５
、
０
０
０
円　

■■持
軍
手
等　

■■場
・
■■申
11
月
５
日
○水
～
21
日

○金
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０

２
６
０
へ

食
で
愉
し
む
自
分
時
間 

体
に
や
さ
し
い
麹
ご
は
ん

■■日
12
月
12
日
○金
午
前
10
時
～
午
後
１
時

■■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
勤
務
ま
た

は
在
住
す
る
高
校
生
以
上
18
人　

■■師
丸
山

里
美
氏
（
麹
マ
ス
タ
ー
）　

■■費
２
、
０
０

０
円　

■■場
・
■■申
11
月
５
日
○水
～
21
日
○金
に

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー
☎

24
‐
２
３
４
０
へ

講
座
・
講
習
会 
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川
さ
け
と
イ
ク
ラ
の
料
理
講
習
会

■■日
12
月
４
日
○木
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２

時　

■■場
櫛
引
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

■■定
先

着
20
人　

■■申
11
月
４
日
○火
～
18
日
○火
に
山

形
県
鮭
人
工
孵
化
事
業
連
合
会
☎
０
２
３

‐
６
４
１
‐
２
４
０
７
へ

和
の
ぬ
く
も
り
で
灯
す 

冬
の
絵
ろ
う
そ
く
体
験

■■日
12
月
10
日
○水
午
後
７
時　

■■対
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
方
10
人　

■■師
富
樫
ろ

う
そ
く
店　

■■費
１
、
８
７
０
円　

■■場
・
■■申

11
月
12
日
○水
～
26
日
○水
に
中
央
公
民
館
☎

25
‐
１
０
５
０
へ

消
防
設
備
士
試
験

■■日
来
年
１
月
17
日
○土
午
前
中　

■■場
山
形
ビ

ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）
ま
た
は
庄
内

Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
酒
田
市
）　

■■内
甲
種
・
乙
種

（
全
類
）　

■■申
電
子
・
書
面
申
請
と
も
に
11

月
21
日
○金
～
12
月
４
日
○木　

■■問
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐

６
３
１
‐
０
７
６
１　

■■他
願
書
は
消
防
本

部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
で
配
布

い
こ
い
の
村
公
園
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園 

栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■■日
11
月
８
日
○土
・
９
日
○日
午
前
９
時　

■■場

同
公
園　

■■定
各
日
先
着
30
人　

■■内
球
根
の

植
付
け
作
業　

■■師
庄
内
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
倶
楽
部　

■■持
軍
手

等　

■■申
11
月
７
日
○金
ま
で
本

所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐

０
１
４
５
へ

入
居
時
期
は
12
月
下
旬
以
降 

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
城
南
住
宅

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

ち
わ
ら
住
宅
５
階
・
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

３
Ｄ
Ｋ
（
子
育
て
向
け
）
２

美
原
住
宅

２
階
・
２
Ｋ
＋
Ｓ

１

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
２

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

３

大
西
住
宅

１
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ

２

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み

住
宅

木
造
平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

１

羽黒
特
定
公
共

賃
貸
住
宅

木
造
平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

２

■■申
11
月
４
日
○火
～
20
日
○木
に
山
形
県
す
ま

い
・
ま
ち
づ
く
り
公
社
鶴
岡
管
理
事
務
所

☎
35
‐
０
１
５
３
へ

大
人
の
平
日　

絵
本
倶
楽
部 

部
員
募
集

■■日
毎
月
第
３
水
曜
日
午
後
７
時　

■■場
第
三

学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■■内
絵
本

を
読
み
合
っ
て
読
後
感
を
語
る　

■■費
月
額

２
５
０
円　

■■問
同
倶
楽
部

司
法
書
士
会
鶴
岡
支
部 

無
料
相
談
会

■■日
11
月
21
日
○金
午
後
５
時
30
分
～
７
時

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■内
相
続
登
記
・
成
年
後

見　

■■問
同
支
部
☎
22
‐
９
０
８
７

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

■■日
11
月
28
日
○金
午
後
１
時
～
３
時　

■■場
市

役
所
本
所　

■■定
先
着
３
人　

■■申
11
月
26
日

○水
ま
で
本
所
市
民
課
☎
35
‐
１
１
９
４
へ

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■■日
11
月
28
日
○金
午
後
３
時
～
７
時　

■■対
鶴

岡
・
田
川
地
区
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
方
先
着
８
人　

■■場
・
■■申
11
月
27
日
○木

ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３

１
４
７
へ

12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間
で
す 

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

夫
婦
・
家
族
間
の
ト
ラ
ブ
ル
、
Ｄ
Ｖ
、

高
齢
者
・
子
供
の
虐
待
、
遺
産
相
続
、
い

じ
め
、
体
罰
、
近
所
ト
ラ
ブ
ル
、
騒
音
・

悪
臭
等
の
公
害
、
土
地
の
境
界
問
題
等
に

つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▼
櫛
引
地
域　

■■日
12
月
３
日
○水
午
後
１
時

～
４
時　

■■場
市
役
所
櫛
引
庁
舎　

■■問
櫛
引

庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
57
‐
２
１
１
３

▼
朝
日
地
域　

■■日
12
月
３
日
○水
午
後
１
時

～
４
時　

■■場
朝
日
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー　

■■問
朝
日
庁
舎
地
域
づ
く
り
推
進

課
☎
53
‐
２
１
１
４

▼
藤
島
地
域　

■■日
12
月
４
日
○木
午
後
１
時

～
４
時　

■■場
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ

ー　

■■問
藤
島
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
64
‐
５

８
０
７

▼
温
海
地
域　

■■日
12
月
４
日
○木
午
後
１
時

～
４
時　

■■場
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■■問
温
海
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
43
‐
４
６
１

４▼
羽
黒
地
域　

■■日
12
月
８
日
○月
午
後
１
時

～
４
時　

■■場
羽
黒
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■■問
羽
黒
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
26
‐
８
７
７

３▼
鶴
岡
地
域　

■■日
12
月
10
日
○水
午
前
10
時

～
午
後
３
時　

■■場
・
■■問
山
形
地
方
法
務
局

鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１
０
０
３

１
人
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ
い 

女
性
相
談

　

配
偶
者
・
恋
人
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
離

婚
、
家
庭
内
の
不
和
等
の
相
談
に
専
門
の

職
員
が
応
じ
ま
す
。

■■日
毎
週
月
曜
～
木
曜
日
午
前
９
時
～
午
後

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。



17 広報つるおか　2025 . 11 ■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

４
時
・
金
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■■申
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
☎
26
‐
７
０
４

３
鶴
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
11
月
11
日
～
17
日
は
税
を
考
え
る
週
間

「
税
の
作
品
展
示
」　

■■日
11
月
11
日
○火
～
14

日
○金
・
17
日
○月
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時　

■■場
鶴
岡
第
２
地
方
合
同
庁
舎

▼
基
礎
控
除
の
見
直
し
を
中
心
に
年
末
調

整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す　

■■日
11
月
26
日

○水
～
28
日
○金
午
前
10
時
、
午
後
２
時　

■■場

鶴
岡
第
２
地
方
合
同
庁
舎　

■■定
各
回
24
人　

■■申
同
署
法
人
課
税
部
門
☎
22
‐
１
８
１
２　

▼
納
税
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
と
、
手
数
料
は

１
税
目
１
年
度
あ
た
り
１
通
３
７
０
円
で
、

窓
口
申
請
よ
り
30
円
安
く
な
り
ま
す　

▼
面
接
で
の
相
談
は
「
予
約
制
」
で
す　
　

▼
共
通　

■■問
同
署
☎
22
‐
１
４
０
１

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　　

館
内
設
備
点
検
の
た
め
、
11
月
11
日
○火

・
18
日
○火
は
休
館
し
ま
す
。
17
日
○月
は
臨

時
開
館
し
ま
す
。

■■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

山
形
交
響
楽
団
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト
を 

無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
（
抽
せ
ん
）

■■日
来
年
１
月
18
日
○日
午
後
３
時　

■■場
や
ま

ぎ
ん
県
民
ホ
ー
ル
（
山
形
市
）　

■■対
市
内

在
住
の
方
４
人
（
１
人
１
枚
）　

■■申
11
月

10
日
○月
ま
で
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）

☎
57
‐
４
８
６
７
へ　

■■他
チ
ケ
ッ
ト
は
後

日
郵
送

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問 

家
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

■■
実
施
地
区　

切
添
町
13
番
・
15
番
～
19

番
・
21
番
、
朝
暘
町
１
番
・
２
番
、
12
番

～
15
番
・
35
番　

■■
調
査
期
間　

準
備
調

査
…
11
月　

本
調
査
…
来
年
１
月
か
ら
１

年
間　

■■問
山
形
県
統
計
企
画
課
☎
０
２
３

‐
６
３
０
‐
２
１
８
７

「
鶴
岡
市
あ
さ
ひ
カ
レ
ン
ダ
ー
」  

２
０
２
６
年
版
予
約
受
付
中

　

タ
イ
ト
ル
は″
む
ら
じ
か
ん
〟。
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
作
品
か
ら
選
ば
れ
た

写
真
を
使
用
し
た
２
０
２
６
年
の
カ
レ
ン

ダ
ー
で
す
（
数
量
限
定
）。
方
言
が
聞
け

る
動
画
も
見
ら
れ
ま
す
。

■■費
１
、
２
５
０
円
（
50
部
以
上
の
注
文
で

割
引
あ
り
。
別
途
送
料
）　

■■
サ
イ
ズ

５
５
２
㎜
×
４
２
０
㎜（
８
ペ
ー
ジ
構
成
）　

■■申
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１

１　

■■他
HP

ごみ収集車ペーパークラフト
作ってみよう！

　ごみの減量・３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）を意
識するアイテムの１つとして、鶴岡中央高校の協力の下、「鶴岡
市ごみ収集車ペーパークラフト」を作成しました。
　自宅で組み立てたり、色を塗ったりしてお楽しみください。

◆型紙の種類　カラー版、モノクロ版
◆型紙設置場所　
　つるおかエコファイア、リサイクルプラザ「くるりん館」等
◆その他　型紙のデータは市HPでダウンロード可

■■問環境政策課（つるおかエコファイア内）☎22‐2848

詳しくはこちら

【問合せ】荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

オペラの小道具をつくろう！
喜歌劇『こうもり』の主要なシーンである舞踏会の必需品と
いえば、〝仮面〟。今回は、実際に１月の公演本番で出演者が
使う仮面を作ります。作った仮面の内１つはお持ち帰りでき
ます。一緒にオペラに携わってみませんか。

◆対象　小学生以上各日30人
◆講師　にしかわしょう子氏
◆費用　500円

◆申込み　同館窓口またはＨHPで
◆その他　小学２年生以下保護者同伴

11月８日（土）・23日（日）
午後２時 荘銀タクト鶴岡会議室

つるおか市民オペラ 喜歌劇『こうもり』関連ワークショップ
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結
婚
し
た
い
の
に
出
会
い

に
恵
ま
れ
な
い

　

職
場
や
日
常
で
出
会
い
が
な
く
、
マ

ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
に
登
録
し
て
も
う
ま

く
い
っ
て
い
な
い
友
人
が
い
ま
す
。
最

近
は
、「
良
い
人
は
も
う
現
れ
な
い
だ

ろ
う
な
」
と
諦
め
モ
ー
ド
の
よ
う
で
す
。

何
か
良
い
支
援
は
あ
り
ま
す
か
。

つ
る
お
か
世
話
焼
き
委
員

会
に
ご
登
録
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、「
つ
る
お
か
世
話
焼
き
委

員
会
」
と
い
う
１
対
１
の
お
見
合
い
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
登
録
者

数
は
１
２
３
人
で
す
。
こ
の
支
援
で
は
、

〝
つ
る
お
か
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〟
が
婚
活

の
相
談
相
手
に
な
り
、
仲
人
と
し
て
お

見
合
い
の
場
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
市

内
・
三
川
町
・
庄
内
町
に
住
ん
で
い
る

45
歳
以
下
の
方
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

QＡ

■
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

①
市
が
主
催
す
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
情

　

報
が
い
ち
早
く
届
く

②
自
身
の
交
友
関
係
を
超
え
た
人
脈
か

　

ら
、
条
件
に
合
っ
た
相
手
が
見
つ
か

　

る
③
県
が
運
営
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ

　

ム
「
Ａ
ｉ
ナ
ビ
や
ま
が
た
」
に
新
た

　

に
入
会
し
た
場
合
、
登
録
料
の
半
額

　

が
補
助
さ
れ
る

■
こ
れ
ま
で
の
実
績

　

支
援
を
始
め
た
平
成
27
年
度
か
ら
、

週
１
回
以
上
お
見
合
い
を
実
施
し
、
10

組
に
１
組
の
割
合
で
成
婚
。
現
在
、
22

組
が
交
際
中
で
す
。

・
お
見
合
い
件
数
…
６
６
５
件

・
成
婚
数
…
70
組

※
令
和
７
年
９
月
30
日
時
点
の
累
計
。

■
登
録
方
法

　

２
次
元
コ
ー
ド
で〈

本
所
地
域
振
興
課
〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 
　本所総務課☎35‐1117

■■日11月８日○土午後５時　■■場同荘　■■内星空とた
き火観賞会、フリーコンサート、コーヒー・菓子
・パスタの販売　■■持アウトドアチェア等　■■申
立川総合支所立川地域振興係☎0234‐56‐
2213　

月の沢温泉北月山荘
星空の下、焚火と音楽を楽しむ会●庄内町

西浜砂丘の荒地にクロマツを植林し、田畑や農
家の生活を救った佐藤藤蔵氏に感謝の気持ちを
捧げるお祭りです。
■■日1111月10日○月午前10時　■■場西遊佐まちづくり
センター　■■内神事、遊佐小児童による学習発表　
■■問遊佐町総務課☎0234‐72‐5880

遊佐町四大祭
佐藤藤蔵祭●遊佐町

詳細は
市HP

■■日11月15日○土正午　■■場風車市場　■■定先着20人　
■■内新米食べ比べ御膳の提供と鶴岡シルクのスト
ール染め体験　■■費3,500円　■■申庄内町観光協会
☎0234‐42‐2922

幻の米「亀ノ尾」
新米食べ比べ御膳と染物体験●庄内町

■
利
用
者
の
声

・
対
応
が
丁
寧
で
、
個
人
の
意
見

　

を
尊
重
し
て
く
れ
た
の
で
、
安　

　

心
し
て
利
用
で
き
ま
し
た

・
ふ
だ
ん
巡
り
合
わ
な
い
よ
う
な

　

人
と
出
会
え
て
、
結
婚
で
き
ま

　

し
た

今年は〝昭和100年〟。山本高樹氏のジオラマ
と太田隆司氏のペーパーアートが初めて競演し、
人々の心に残る昭和の情景をたどります。
■■日11月15日○土～来年１月18日○日午前９時～午
後５時（最終入館は午後４時30分）　■■費大人…
1,000円　高校生…500円　中学生以下…無料　
■■場・■■問同館☎0234‐31‐0095

酒田市美術館特別展
山本高樹ジオラマ×太田隆司ペーパーアート展●酒田市
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今月の各種相談窓口開設日　11/４～12/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 11日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 28日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 17日○月13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 12日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎地域づくり推進課☎53‐2114 18日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 27日○木13：30～15：30・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 20日○木14：00～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040  ８日○土10：00～15：00（要予約）・同事務所

編集・発行／鶴岡市総務部総務課つるおか広報室

《人口と世帯》（令和７年９月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：115,099人
　　 （男：55,479人、女：59,620人）
　世帯数：49,527世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞                     　 ①   9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 18：00～21：00
　　　　　　＜月曜・土曜日＞                         ③ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　　①   9：00～12：00

 ② 13：00～15：00

■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　　�感染症対策のため、来院前に必ず電話連絡をお願いし
ます。！

献血　11/４～12/３
■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

月　日 受付時間 会　場
11．５○水 ９：30～11：30 消防本部
８○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ

          〃 13：30～16：00 　　　　〃
18○火 13：30～15：30 鶴岡警察署
21○金 ９：30～11：30 にこ♥ふる

          〃 13：00～15：30 　   〃
26○水 ９：30～11：30 市役所藤島庁舎

          〃 13：30～15：30 ＪＡ庄内たがわ本所

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864 月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
〃　　（いじめに関すること） 　　　　　　　 〃 月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
〃　　（不登校・児童生徒の発達） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

青 少 年 相 談 青少年育成センター☎0120‐028‐234 月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子ども総合相談窓口（子育ての悩み等） こども家庭センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
家 庭 児 童 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターまたは本所地域包括ケア推進課☎29‐4180へ

↑ホームページは
こちらから

↑インスタグラムは
こちらから

↑X（旧ツイッター）は
こちらから

↑ラインは
こちらから
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本にちなんだ催しを開催！Chapter
03

　図書館では、おはなし会や企画展示などの「本」に関わるイベントを定期的に
開催しています。ほかにも、小・中学生を対象にした読書感想文・読書感想画の
コンクールや、歴史が好きな人にはたまらない歴史講演会などを企画しています。

　小学生を対象に夏休み期間に開催しています。
カウンター内での司書業務や、好きな本のポップ
（紹介文）の制作などが体験できます。

図書館リレー企画

　季節や時事といったテーマに合わせて職員が本を選び、本館入り口付近で
展示しています。「ふだん読まないジャンルの本と出会える」と好評です。

この連載では、鶴岡市立図書館の魅力やお役立ち情報を紹介します。
市内には、本館のほか、藤島、羽黒、櫛引、朝日、温海の各地域に
分館があります。いつも利用している方はもちろん、あまり行った
ことがない方も、気軽に市立図書館に足を運んでみませんか。皆さ
んのご来館をお待ちしています！　　　●図書館本館☎25‐2525

●図書館ナイトツアー

　受講者の作品を、第一線で活躍する作家から講評いただ
く講座。今年が10回目で、過去には角田光代先生や三浦
しをん先生を招いて開催しました。

●山形小説家・ライター講座　鶴岡出張講座

　毎年、工夫を凝らした作品が数多く出品される
コンクール。今年は初の試みとして、おはなしル
ームで優秀作品の読み聞かせを行いました。

●手づくり絵本・紙芝居コンクール

　市の様々な課と連携して、ワークショップや本の展示を
行っています。３月に雛菓子作り体験、６月にペットボトル
リサイクル教室を実施しました。

大好きな作家の方に、
直接コメントを頂けて
感動しました！

参加者の声

参加者の声

ふだんは入れない暗い
書庫に行きました！
ドキドキした！

企画展示

第３回　「知ってなるほど！税金」　11月24日（月）まで　第３回　「知ってなるほど！税金」　11月24日（月）まで　
　15日（土）にワークショップ「まちづくり体験カードゲー
ム～鶴岡市のおさいふを調査せよ～」を実施します。
申込み等、詳しくは本紙11ページでご確認ください。

イベント情報は
こちらから


